


下顎呼吸は死亡前数時間、COPDは口すぼめ呼吸

含まれる

難しい

難しい
換気量は低下しない、残気量は低下する

徐呼吸は糖尿病性ケトアシドーシス、脳卒中

起坐位・半座位で軽減、臥位で増強

先行、準備、口腔、咽頭、食道の5つ
先行期は認識する段階

胃×、食道からの逆流〇



熟眠障害×、入眠困難〇

早朝覚醒×、熟眠障害〇

歯の喪失により咀嚼能力は低下する

義歯を外して清掃する



すべて×

認知症の評価として長谷川式認知症スケール、MMSE、臨床的認知症尺度（CDR）がある

破裂×、梗塞〇

肝臓×、すい臓〇

難しい

レビー小体型認知症はαたんぱく質の沈着、幻視パーキンソン症状等がみられる



研修を受ける必要がある

一次救命処置とは人工呼吸、胸骨圧迫などの誰でも行える処置のこと

重度熱傷の場合は無理に脱がせない

心臓より高くする

ハイムリック法とは下腹を圧迫して詰まった食物を吐き出させる方法



医師の指示が必要

自殺企図の危険性は低いとは言えない

腹膜透析は血液透析よりも制限がゆるい

仰臥位×

脳疾患が原因でうつ病を発症することもある



聴診器が無くても呼吸数は計測できる

パルスオキシメーターは動脈中の酸素飽和度を測定

グロブリン×、アルブミン〇

BUNは腎機能

ホルター心電図は日常生活OK、臥床の必要なし



検査についてもインフォームドコンセントは必要

省略してはいけない

肺炎球菌ワクチン接種は5年毎

インフルエンザは法定伝染病ではないので治癒証明書は不要

A型は経口感染、B型C型は主に血液感染、接触感染



個人差が大きい

影響される

その都度話し合う必要がある

本人の考えが優先される

直前に話し合うのでは遅い



私的な理由でも利用できる

やむを得ない場合は受け入れ可能

看護小規模多機能型居介護は訪問、通所、宿泊サービスを含む一体型サービスである

看護サービスの開始にあたっては主治医の指示書が必要



交通費を受け取ることができる

居宅療養管理指導は区分支給限度基準額が適用されない

療養室の店員は4人以下

Ⅰ型とⅡ型が逆




